
　

2020年 1月下旬 新刊

◇「肩こり」を感じるのは、世界中で日本人だけ？

◆祖父から母、そして著者へ──「藤守式」の理論・実践とその発展。

　＊頸部・胸部の骨の歪みを整え、身体全体の平衡感覚を取り戻した女性

　＊心疾患による体の不調を脊椎の操作で取り除き、健康と自信を身につけた青年

◆背中を揉み、脊髄を整えるというこの何の変哲もない療法に、日本人の身体観と

　未来の統合医療の鍵があるのかもしれない──栗山茂久(ハーヴァード大学教授)

　第五章　代替医療のエビデンス ／　第六章　脊椎の転位

　

哲学博士。神戸大学大学院医学研究科博士課程単位取得退学。関西医療学園専門学校鍼灸学科卒。鍼灸師資格取得。

施術者としての経験を積む一方で学究生活に入る。現在は自身の施術所を経営するかたわら研究、講演、執筆活動に勤しむ。
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アムステルダム大学哲学部助教等を勤める。早稲田大学卒業後は実家の経営する施術所に勤務する。

◇手技療法で病気の元を絶ち、新しい人生を手に入れた人々。

　第一章　中国医学から日本医学へ ／ 第二章　肩こりの発見

　第三章　背骨の歪みは万病のもと ／ 第四章　手技療法と心臓疾患

藤守創（ふじもり・はじめ）　1988年早稲田大学第一文学部フランス文学科卒。パリ第１大学ソルボンヌ哲学部博士課程修了。

　第七章　症例研究 ／ 第八章　見出された身体

　自ら施術の現場に立ち、フランス、アメリカ、オランダで哲学・医学の両面から

　＊一度の施術で後頭部の形が変化し、生気のなかった嬰児が今は成人に

　人間の身体を研究してきた著者の、驚くべき治療効果と日本人の身体論。


